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デジタル教材 『てこのはたらき』 
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熊本市教育センター  ＩＣＴ支援室 

 

｢てこ｣の腕に１０ｇの重りを自由に配置して、つり合った時や傾いた時の状況の

規則性を確認することにより、てこの原理を学習する教材です。 

Windows／iOS 対応 
 

 

１． 下記 URL にアクセスすると、下記の画面が表示されます。 

http://www.kumamoto-kmm.ed.jp/kyouzai/web/Leverage/ 
ここをクリックすると起動します 

 

 

画面中央に「てこ」が表示されて、「てこ」の腕の左右にそれぞれ６箇所の重りをぶら下げる穴があります。 

画面の上にある１０ｇの重りをドラッグして、「てこ」の腕に複数配置して傾きを確認します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

重りをぶらさげる穴 配置する重り 

てこ本体 

http://www.kumamoto-kmm.ed.jp/kyouzai/web/Leverage/
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２． 画面上の１０ｇの重りをドラッグして、「てこ」の腕の穴にぶら下げます。 
重りの上下にもフックがあり、縦につなげてぶら下げることができます。 
各列に最大６個の重りをぶらさげることができます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３． 一度配置した重りをはずす時は、一番下の重りを１個ずつドラッグして画面の下へ少し移動し
て離すと消えます。また、はずした重りをそのまま他の場所へぶら下げることもできます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

重りをドラッグして

ぶら下げます。 

一番下からはずす

ことができます。 

左右のどちらから

でもドラッグ可能 

左右のどちらから

でもドラッグ可能 

ここで離すと

消えます 

他の場所へ移動

もできます。 
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４． 画面下の「確認」ボタンを押すと、「てこ」の腕のストッパーが外れて重い方に傾きます。 

同時に、「つりあわない！」の表示が出ます。 

その後「つづける」ボタンを押すと、「てこ」が水平に固定されて、重りの調整を継続できます。 

「はじめから」ボタンを押すと、「てこ」が水平に固定されて、配置した重りは全て削除されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

結果ボタンを押す 

腕が傾いた場合 

「つりあわない」と表示

されます 

重い方に傾きます 

重りの調整を継続します 重りを全て削除して最初から始めます 

ストッパー 
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５． 左右の重さがつりあった場合、「つりあう！」の表示が出ます。 
この場合、「てこ」の腕が少し揺れて水平で止まります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

タブレットでこの教材にアクセスする場合は 

カメラで下記ＱＲコードを読み込ませてください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

左右のバランスがとれた場合 

「つりあう！」と表示されます 


